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社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム（以下「本システム」といいます。）の2020
年度の稼働にあたり、本システムの主な変更点について説明します。

変更点①資金収支計算書の勘定科目が追加されました。

変更点②財務諸表等入力シートの「勘定」シートにおける科目の表示、非表示の設定が前年
度から引き継がれるようになりました。

変更点③ メール送信機能を用いて送付されるメール本文末尾に当メールには返信できない旨
を自動で挿入するようにしました。

変更点④社会福祉法人の現況報告書等情報検索の公開法人詳細情報画面からダウンロー
ドされるファイル名を分かりやすくします。

概要
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1.入力シート

（１）勘定

U
P
D
AT
E

資金収支計算書の小区分に２つの科目が追加されました。
事業活動による収支／就労支援事業支出／就労支援事業販売原価支出の下に
以下の子科目が追加されます。このため、これまで子科目であって「就労支援事業販
売原価支出」は親科目となります。
• 就労支援事業製造原価支出
• 就労支援事業仕入支出

変
更
点
①

厚生労働省からの通知については以下をご参照ください。
平成31年3月29日付改正内容
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000142657.html

５．社会福祉法人会計基準
平成31年3月29日発出通知
に記載されているファイル「社会福祉法人会計基準の制定に伴う会計処理等に関する運
用上の取扱いについて」の一部改正について

https://www.mhlw.go.jp/content/12000000/000498838.pdf

資金収支計算書の勘定科目が追加されました。
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1.入力シート

（１）勘定

U
P
D
AT
E

前年度設定した「勘定」シートの
表示（○：表示、×：非表示）が
当年度に引き継がれるようになりました。

変
更
点
②

財務諸表等入力シートの「勘定」シートにおける科目の表示、非表示の設定が前年度から引き継がれるようになりました。
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2.集約機能

（１）メール

U
P
D
AT
E

本メールへの返信ができない旨のメッセージがメール本文の後に自動で挿入されます。

変
更
点
③

ログインページ ○○
ユーザ名：AZ○○○○

メール送信機能を用いて送付されるメール本文末尾に、当メールには返信できない旨を自動で挿入するようにしました。

挿入されるメッセージは以下のとおりです。

当メールはシステムにより自動送付しておりますので、返信はできません。
wadam@wamnet.go.jpはシステムの送信用メールアドレスのため、
こちらに返信をいただいても、所轄庁へ返信することにはなりませんので、
ご了承ください。所轄庁に返信が必要な場合は、別途、ご連絡先をご
確認の上、メールもしくは電話にて、ご連絡いただくようお願いします。
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３.公開機能

（１）法人詳細情報画面

変
更
点
④

法人詳細情報画面からダウンロードできる現況報告書、計算書類
のファイル名が分かりやすくなります。

 ファイル名の先頭に年度（例：2020）が付きます。
 計算書類については年度のあとに、号、様式が付きます。

（例：一号第二様式の場合、1-2）

昨年度までのファイル名

U
P
D
AT
E

過年度の現況報告書、計算書類のダウンロードにおいても適用されます。

社会福祉法人の現況報告書等情報検索の公開法人詳細情報画面からダウンロードされるファイル名を分かりやすくします。


